
(質問要旨) 
利用者に不利益が生じないような環境を整える必要があり、サービスの質の向上に関し、市とし
てどのような取り組みを行っていくのか。
多くの事業所が開設されているなか、それぞれの事業所がサービスの質をより向上させるため、
介護・障害福祉分野資格取得支援助成金の対象範囲を広げることはできないか。
資格取得の助成対象の範囲が、高齢者、障害の事業所に限定されているので、市内で働く教育職
にまで広げられないか。
例えば、特別支援教育の専門家の特別支援教育士、知的障害者援助 専門員養成通信教育、知的障
害を理解するための基礎講座などの 資格取得の支援を行えないか。
また、虐待防止、支援力向上に向けた集団研修への助成を行い、施設、事業所の質の向上につなげ
られないか。

福祉サービスの質の向上に向けた取組と支援助成金の対象範囲の拡充について

市民の皆さんから、大切な一票をいただいて、議員として活動させていただき、1年になろう
としています。 福祉現場、こども園、教育関係の施設などを訪問させていただく中で、
沢山の課題を目の当たりにし、ご利用者、ご家族、支援者の声を直接お聞きしています。

「福祉制度が新しくできても十分に活用できているか、柔軟に対応ができているか」
「制度設計をしていく担当職員が本当に足りているのか」など、
明石がやさしい福祉の街になるには、まだまだ課題が沢山あります。
引き続き、常に市民目線で物事に考え取り組んでまいります。 

3月本会議でも一般質問を行いました！

本会議質問
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全ての人にやさしい街づくり、だれひとり取り残さない明石へ

福祉人材育成の助成金範囲拡充
市内の福祉事業所等で働く職員及び法人を対象にした研修・試験受講助成の範囲を拡充。
特に初任者研修は全額補助となり、障害者外出支援の研修なども補助対象に。

新年度予算で一部が実現！

(明石市の答弁要旨) 
明石市保健福祉施設協会に協力を要請し災害時の連携強化
を図る。協会加盟施設との福祉避難所協定の締結に向けて
協議をするなど積極的に取り組んでいる。市外も含めて幅
広く福祉避難所というものを準備することが必要であり、
県からの見解を踏まえて連携また協定を進めたい。

(明石市の答弁要旨) 
避難計画について、避難支援いただくサポーターをどれだけ
増やすか、災害に備えた地域の関係づくりいただきながら
障害のある方についてもより一層計画の作成に取り組む。 

災害時の障害のある方への支援について
本会議質問

(質問要旨) 
本市の障害者数から考えて福祉避難所の必要数の確保ができ
ているのか。 被害を受け施設の使用ができなくなった場合、
代替施設について計画はしているのか。 市内の福祉施設だけ
でなく、市外の施設とも連携、協定等はできないか。

福祉避難所について

(質問要旨) 
個別避難計画を作成するうえで、困難と考えている事は何か。
特に障害者に対しての計画作成を進めて欲しい。

避難計画について

(明石市の答弁要旨) 
現在、総合安全対策では災害に対処する情報共有や様々な
事業を進めており、平素から明石市障害当事者団体連絡
協議会とも連携を図りながら障害当事者の立場での災害
対象について日々検討している。 専門担当者の配置は有用
と認識しているが、費用対効果を踏まえながら調査研究を
していく。

(質問要旨) 
総合安全対策室に障害者専門担当者の配置はできないか。 
障害者専門に精通している職員を配置することで、災害対策を
迅速に行い、又、平時においては障害についての啓発、研修等を
担当し、地域自治会、福祉施設、福祉事業所、各学校等へ助言を
行う役割を担うようにできないか。

総合安全対策室について



自治会からのミラー設置要望を市に提出、
迅速に設置対応をしていただきました
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ホームページ、SNSから情報を発信しています

危険個所にミラーの設置ができないか 市に要望し、ミラーが設置される

被災した能登半島へ

実現!!

議員として1年、本当に早く、毎日色々な出会いを通して学ぶことが沢山あります。
厳しいご意見をいただくこともあり、福祉現場を支えられているのか・・・どんな事業所を訪問させていただ
いても働いている職員の皆さんの声が反映できてない現実に反省の毎日です。
私自身、福祉で働いてきた際に矛盾や怒りを感じてきましたので、なんとしても、現場で必死に働いている
方々、支援者の皆さん、障害のある方々、ご家族の力になりたいと思っています。 
引き続き、挫けず、全ての市民にとってやさしい街づくりのために、邁進していきます。
市民の会メンバーと共に、丸谷さとこ市長の元でしっかり連携し、「やさしい明石」を前へ進めてまいります。

新年度に向けて(福祉についての思い)

1月〜3月の活動 (一部をご紹介)

宝達志水町議 松本議員が七尾市内を丁寧にご案内して下さり、被災状況と課題を説明し
てくださいました。 言葉では表せないほどの状況でした。
今の課題、これからの課題、全国にいる新人議員研修で出会った仲間の皆さんと状況を
共有して何が出来るか考えたいと思います。

高丘での移動販売車のお試し販売会を見学

たくさんの品物が販売されており、このような取り組みが、買い物に行きにくい場所に、
もっと増えて欲しいと思います。

文教厚生常任委員会で明石商業高校 福祉科施設 視察

最新設備導入で教育環境は充実し、また、地域交流活動室も設置されている。 福祉科・商業科
の連動による地域・福祉現場との交流・連携など、学校のさらなる発展を期待しています。

あかし市民広場での市政報告会

障害福祉課に
医療的ケア児の移動支援について訪問

福祉事業所「納豆工房なっとこちゃん」訪問

みんな食堂に参加 西大窪厚生館祭り カフェ・だがし市 訪問

八木カフェミーティングに参加

神戸刑務所 視察

虐待防止研修会 傍聴


